私 は 虎 狩の 話 をしょう と 思う。 虎 狩と いっても タラ 

スコン の 英雄 タル タラン 氏の 獅子 狩の ような ふざけた 

もので はない。 正真正銘の 虎 狩 だ。 場所 は 朝鮮の、 し 

かも 京 城から 二十 里 位し か 隔たって いない 山の 中、 と 

たま 

いうと、 今時 そんな 所に 虎が 出て 堪る もの かと 云って 

笑われ そうだが、 何しろ 今から 二十 年 程 前 迄 は、 京 城 

といっても、 その 近郊 東 小 門外の 平 山 牧場の 牛 や 馬が 

よく 夜中に さらわれて 行った もの だ。 もっとも、 これ 

は 虎で はなく、 豺 (ぬくて) という 狼 の 一 種に とら 



の 二 学期に 私が 内地から 龍 山の 小学校へ 転校して 行つ 

たの だ。 父親の 仕事の 都合 か 何 かで 幼い 時に 度々 学校 

を かわった ことの ある 人 は 覚えて いるだろう。 ちがつ 

うち いや 

た 学校へ はいった 初めの 中 ほど 厭な もの はない。 ち 

がった 習慣、 ちがった 規則、 ちがった 発音、 ちがった 

読本の 読み方。 それに 理由 もな く 新来 者 を f 可め ようと 

する 意地の 悪い 沢山の 眼。 全く 何 一 つす るに も 笑われ 

はしまい かと、 おどおど する ような 萎縮した 気持に 追 

い 立てられて しまう。 龍 山の 小学校へ 転校して から 二 

三日 経った ある 日、 その 日 も 読 方の 時間に、 「児 島 高徳」 

のと ころで、 桜の 木に 書きつ けた 詩の 文句 を 私が 読み 



そ の 頃 —— と いうの は 小学校 の終リ 頃から 中学校の 

初めに かけての こと だが、 彼が 一人の 少女 を 慕って い 

たの を 私 は 知っている。 小学校の 私達の 組 は 男女 混合 

組で、 その 少女 は 副 級長 をして いた。 (級長 は 男の 方 

から 選ぶ の だ。) 背の 高い、 色 は あまり 白く はない が、 

髪の 豊かな、 眼の きれの 長く 美しい 娘だった。 組の 誰 

彼が、 少女 倶楽部 か 何 かの 口絵の、 華 宵と かいう 挿絵 

画家の 絵 を、 よく 此の 少女と 比較して いるの を 聞いた 

ことがあった。 趙は 小学校 の 頃から 其の 少女が 好き 

だったら しいの だが、 やがて その 少女 もや はり 龍 山 か 



と 覚えて いる。 ある 冬の 朝、 南 大門 駅の 乗換の 所で、 

偶然 その 少女に (全く 先方 もどう かしていて、 ひよ い 

とそうす る 気になったら しいの だが) 正面から 挨拶 さ 

れ、 面 喰って それに 応じた 彼の、 寒さで 鼻の 先 を 赤く 

した 顔つき を。 それから 又 同じ 頃 やはり 電車の 中で、 

私達 二人と その 少女と が 乗合せ た 時の こと を。 その 時、 

うち 

私達が 少女の 腰掛けて いる 前に 立って いる 中に、 脇の 

一 人が 席 を 立った ので、 彼女が 横へ 寄って 趙の 為に (し 

かし、 それ は 又 同時に 私の ためとも 取れない こと はな 

いの だが) 席 を あけて くれたの だが、 その 時の 趙が、 

何とい う 困った ような、 又、 嬉しそうな 顔 付 をした こ 



せ はじめた。 二人が II 勿論、 大人に 連れられて のこ 

とで は あるが、 —— 虎 狩に 出掛けた の は 丁度 其の 頃の 

こと だ。 併しつ いで だから、 順序 は 逆になる が、 虎 狩 

あと まわ 

は 後 廻し にして、 その後の 彼に ついて、 もう 少し 話し 

て 置こうと 思う。 それから 後の 彼に ついて 思い出す こ 

ととい えば、 もう、 ほんの 二つ 三つし か 無い の だから。 

元来、 彼 は 奇妙な 事に 興味 を 持つ 男で、 学校で やら 

せられる 事に は 殆ど 少しも 熱心 を 示さな か つ た。 剣道 



の 場合の 彼の 感動に は 多くの 誇張が 含まれて いる こと 

< じ 

を 私 は 見出し、 そして、 その 誇張 を 挫いて やろうと 考 

えた。 で、 一通り 見 終って から 三越 を 出、 二人して 本 

町 通 を 下って 行った 時、 私 は 彼に わざとこう 云って 

やった。 

—— そり や 綺麗で ない こと はない けれど、 だけど、 

日本の 金魚 だって あの 位 は 美し いんだ ぜ。 —— 

反応 は 直ぐに 現れた。 口 を噤ん だま ま 正面から 私 を 

にきび 

見返した 彼の 顔 付 は —— その 面皰の あとだら けな、 例 

びよく 

によって 眼の ほそい、 鼻翼の 張った、 脣の 厚い 彼の 顔 

びんしょう 

は、 私の、 繊細な 美 を 解し ない ことに 対する 憫笑 や、 



だ 張り もしないで 砂の 上に 拡げて あった テントの 下へ、 

我先にと もぐり 込んだ。 その 耳許へ、 テントの 厚い 布 

にあた る 雹の 音が はげしく 鳴った。 雹 は 十分ば かりで 

止んだ。 テントの 下から 首 を 出した 私達 は —— その 同 

じ テントに 七 八 人、 首 を 突 込んで いたの だ。 —— 互い 

に 顔 を 見合せ て 一度に 笑った。 その 時、 私 は 趙大煥 も 

やはり 同じ テントから 今、 首 を 抜き出した 仲間で ある 

こと を 見出した。 が、 彼 は 笑って いなかった。 不安げ 

あお 

な 蒼 ざめ た 顔色 をして 下 を 向いて いた。 側に 五 年生の 

N というの が 立って いて、 何 かけ わしい 顔 をしながら 

とが 

彼 を 咎めて いるの だ。 一同が あわてて テントの 下へ も 



ぐり 込んだ 時、 趙が 肱で もって、 その 上級生 を 突飛ば 

して、 眼鏡 を 叩き 落した というの らしかった。 元来 私 

達の 中学校で は 上級生が 甚だしく 威張る 習慣が あった。 

途で 会った 時の 敬礼 はもと より、 その他 何事に つけて 

も 上級生に は 絶対 服従と いう ことにな つていた。 で、 

私 は、 その 時 も趙が 大人しく あやまる だろうと 思って 

いた。 が、 意外に も —— あるいは 私達が そばで 見て い 

たせい も あるか も 知れない が —— 仲々 素直に あやまら 

ない の だ。 彼 は 依 固 地に 黙った まま 突立って いるば か 

りだつた。 N は 暫く 趙を 憎さげ に 見下して いたが、 

私達の 方に 一 瞥を くれる と、 そのまま ぐるりと 後 を 向 



で ゆっくり 睡眠が とれる わけだった。 その 同じ 天幕の 

中には 私達 三年 生が 五 人と (その 中には 趙も 交って い 

た。) それに 監督の 意味で 二人の 四 年生が 加わって いた。 

誰も 初めの 中 は 仲々 寝そう にもなかった。 真中に 砂 を 

掘って 持え た 急 製の 炉を 囲み、 火影に 赤々 と 顔 を 

ま て 

火照らせ、 それでも 外から と、 下から と 沁み こんで く 

る 寒さに 外套の 襟 を 立てて 頸 を 縮めながら、 私達 は 他 

ふけ きょうれん 

愛 もない 雑談に 耽った。 その 日、 私達の 教練の 教官、 

万年 少尉 殿が 危く 落馬し かけた 話 や、 行軍の 途中 民家 

の 裏庭に 踏 入って、 其の 家の 農夫 達と 喧嘩した こと や、 

斥候に 出た 四 年生が ずら かって、 秘かに 懐中に して 来 



た ポケット. ゥ イス キイの 壜を 傾け、 帰って から、 い 

い 加減な 報告 をした、 などと いう 詰まらない 自慢話 や、 

そんな 話 をして いる 中に、 結局 何時の間にか、 少年ら 

しい、 今から 考えれば 実に あどけない 猥談に 移って 

行った。 やはり 一年の 年長で ある 四 年生が 主にそう い 

う 話題の 提供者だった。 私達 は 目 を 輝かせて、 経験談 

かそれ とも 彼等の 想像 か 分らない 上級生の 話に 聞き入 

り、 ほんの 詰まらない 事に もド ッと娯 しげな 歓声 を あ 

げた。 ただ、 その 中で 趙大焕 一人 は 大して 面白く もな 

さそうな 顔 付 をして 黙って いた。 趙 とても、 こういう 

種類の 話に 興味が 持てない わけで はない。 ただ、 彼 は、 



た 後だろう か。 その 途端に 私 は 何 かしら 悪い ことが 

起った ような 感じが して、 じっと 聞 耳 を 立てる と、 テ 

ントの 外から、 又、 妙に 疳高い 声が 響いて 来た。 その 

声が どうやら 趙大煥 らし いの だ。 私 はは つ と 思 つ て、 

宵に 自分の 隣に 寐 ていた 彼の 姿 を もとめた。 趙は そこ 

にいなかった。 恐らく は 歩哨の 時間が 来たので 外へ 出 

ている のだろう。 が、 あの、 妙に おびやかされた 声 は？ 

と、 その 時、 今度 は ハツ キリと 顫え を 帯びた 彼の 声が 

布 一 枚 隔てた 外から 聞え てきた。 

—— そんなに 悪い と は 思わんで す。 

—— なに？ 悪い と 思わん 9 —— と 今度 は 別の 太い 



起した が、 どうす る 訳に も 行かず、 ただ 胸 を とどろか 

うかが ほか 

した まま、 暫く じっと 外の 様子 を 窺って いた。 (外の 

友人 達 は 皆よ く 眠って いた。) やがて 外 は、 二三 人の 立 

去る 気配が した あと はし いんと した 静けさに もどった。 

私 は 身 仕舞 をして、 そっと 天幕 を 出て 見た。 外 は 思い 

がけな く 真白な 月夜だった。 そうして テントから 一 一間 

ほど 離れた 所に、 月に 照らされた 真白な 砂原の 上に、 

ポッン と 黒く、 小さな 犬 か 何 かの ように 一 人の 少年が 

しゃがんだ まま、 じっと 顔 を 俯せて 動かな いでいる。 

けんさき 

銃 は 側の 砂の 上に 倒れ、 その 剣 尖が きらきらと 月に 

光って いた。 私 は 傍に 行って 彼 を 見下した まま rN 



か？」 と 訊ねた。 N というの は 昼間 彼と いさかい をし 

た 五 年生の 名前だった。 趙は、 しかし、 下 を 向いた ま 

ま、 それに 答えなかった。 しばらくして、 突然、 ヮッ 

という 声を立てて 身体 を 冷たい 砂の 上に 投出 すと、 背 

中 を ふるわせながら、 おうおうと 声 を あげて 赤ん坊の 

ように 泣き 始めた。 私 はび つくりした。 十 来 ほど 距 

てて、 隣の 天幕の 歩哨 も 見て いるの だ。 が、 趙の、 こ 

しんそつ どうこく 

の、 平生に 似ない 真率な 慟哭が 私 を 動かした。 私 は 彼 

たす 

を扶け 起そうと した。 彼 は 仲々 起きなかった。 やっと 

抱 起す と、 他の 天幕の 歩哨 達に 見られたくない 心遣い 

から、 彼 を 引 張って 流れの 近くへ 連れて行った。 十八 



九日 あたりの 月が ラグ ビィの 球に 似た 怡好 をして 寒空 

に 冴えて いた。 真白な 砂原の 上に は 三角形の 天幕がず 

ら りと 立 並び、 その 天幕の 外に は、 いずれも 七 八つず 

つ 銃剣が 組合 わされて 立 つてい る。 歩哨 達 は 真白な 息 

を 吐きながら、 冷たそう に 銃の 台尻 を 支えて 立って い 

る。 私達 は それらの 天幕の 群から 離れて 漢 江の 本流の 

方へ と 歩いて 行った。 気がついて 見る と、 私 は 何時の 

間に か 趙の銃 を (砂の 上に 倒れて いたの を 拾って) 彼 

の 代りに 担って いた。 趙は 手袋 を はめた 両手 を だら り 

と 垂らして 下 を 向いて 歩いて 行った が、 その 時、 ポッ 

ンと やはり 顔 を 俯せた ままで、 こんな こと を 言 出 



した。 彼 はま だ 泣いて いたので、 その 声 も 嗚咽の ため 

に 時々 とぎれる ので あつたが、 彼 は 言った。 あたかも 

とが 

私 を 咎める ような 調子で。 

—— どういう ことなんだ ろうな あ。 一体、 強いと か、 

弱い とか、 いう こと は。 —— 

言葉が あまり 簡単な ため、 彼の 言おうと している こ 

とが ハツ キリ 解らなかった が、 その 調子が 私 を 打った。 

みじん 

ふだんの 彼らし い 所 は 微塵 も 出て いなかった。 

—— 俺 はね、 (と、 そこで 一 度 彼 は 子供の ように 泣き 

じゃくって) 俺 はね、 あんな 奴等に 殴られた つて、 殴 

られる ことなん か 負けた と は 思い やしな いんだよ。 ほ 



ん とうに。 それな のに、 やっぱり (ここでもう 一度す 

すリ 上げて) やっぱり 俺 はくやし いんだ。 それで、 く 

やしい くせに 向って 行けな いんだ。 怖く つて 向って 行 

けな いんだ。 —— 

ここ 迄 言って 言葉 を 切った 時、 私 は、 ここで 彼が も 

う 一度 大声で 泣 出す ので はない かと 思った。 それ 程 声 

の 調子が 迫って いた。 が、 彼 は 泣 出さなかった。 私 は 

彼のた めに 適当な 慰めの 言葉が 見付からな いの を 残念 

に 思いながら、 黙って、 砂の 上に 黒々 と 映った 私達の 

影 を 見て 歩いて 行った。 全く、 小学校の 庭で 私と 取組 

み 合った 時 以来、 彼 は 弱虫だった。 



がくぜん 

し、 その 隠れた 意味 を 発見した ように 思って、 愕然と 

した。 「強いと か弱い とかって、 一体 どういう こと だ 

ろうな あ」 という 趙の 言葉 は —— と、 その 時 私 は ハツ 

と 気が付い たように 思った —— ただ 現在の 彼 一 個の 場 

合に ついての 感慨ば かりで はない ので はなかろう か、 

と 其の 時、 私 はそう 思った の だ。 勿論、 今から 考えて 

見る と、 これ は 私の 思いすごしであった かも 知れない _ 

早熟と はいえ、 たかが 中学 三年 生の 言葉に、 そんな 意 

味まで 考えよう としたの は、 どうやら 彼 を 買 被りす ぎ 

ていたよう にも 思える。 が、 常々 自分の 生れの ことな 

ど を 気にしな いように 見せながら、 実は 非常に 気にし 



なかった が、 今夜の ような 正直な 激し さで 私 を 驚かせ 

たこと はなかった。 —— 裸の、 弱虫の、 そして 内地人 

ではない、 半島 人の、 彼 を 見せて くれた ことが、 私に 

満足 を 与えた のだった。 私達 はそう して 暫く 寒い 河原 

に 立った まま、 月に 照らされた、 対岸の 龍 山から 

毒 村 県 や 清凉里 へ かけての 白々 とした 夜景 を 眺めて い 

た。 

此の 露営の 夜の 出来事の ほかに は、 彼に ついて 思い 

出す ことと いって は 別に 無い。 というの は、 それから 

間もなく (まだ 私達が 四 年に ならない 前に) 彼 は 突然、 

全く 突然、 私に さえ 一言の 予告 も 与えないで、 学校 か 



またぎき 

のだった。 私 も ふだんなら 「何 だ、 又 聞の くせに」 と 

一 矢 酬いる 所な の だが、 何しろ 其の 冒険の 予想で 夢中 

に 喜ばされ ていた 際な ので、 嬉しがって 彼の 知った か 

ぶり を 傾聴した。 

金曜日の 放課後、 私 は 一 人で (これ は趙 にも 内緒で) 

昌慶苑 に 行った。 昌慶苑 というの は 昔の 李 王の 御苑で、 

今 は 動物園に なって いる 所 だ。 私 は 虎の 檻の 前に 行つ 

て、 佇んだ。 ス ティ ィムの 通って いる 檻の 中で 私 か 

らー 米と 隔たらない 距離に、 虎 は 前肢 を 行儀よ く 揃え 

て 横たわり、 眼 を 細く していた。 眠って いるので はな 

いらし いが、 側に 近づいた 私の 方に は 一顧 だに 呉れよ 



た 私 は 今まで 気がつかな いでいた 事 を 発見した。 それ 

は、 虎の 頰と 顎の 下が 白い という こと だ。 それから 又、 

彼の 鼻の 頭が 真黒で、 猫の それの ように 如何にも 柔か 

そうで、 一 寸手を 伸ばして いじつ て 見たい ように 出来 

ている こと も 私 を 喜ばせた。 私 は それらの 発見に 満足 

して 立 去ろうと した。 が、 私が 此処に 佇んで いた 小一 

時間の 間、 この 獣 は 私に，. 一瞥 さえ 与えなかった の だ。 

うな 

私 は 侮辱 を 受けた ような 気がして、 最後に、 獣の 唸る 

ような 声を立てて、 彼の 注意 を惹 こうと 試みた。 併し 

無駄だった。 彼 は、 その 細く 閉じた 眼 を あけよう とさ 

えしなかった。 



達 は その 林の はずれに、 多くの 裸 木に 交った 二 本の 松 

の 大木 を 見つけた。 案内 人達 はしば らく その 両方 を 見 

比べて いたが、 やがて、 その くねくね 曲った 方の 一方 

よ むしろ 

に攀じ のぼると、 背中 に 負って 来た 棒 や 板 や 蓆な ど を、 

たち ま 

その 枝と 枝との 間に 打付けて、 忽ち 其処に 即製の 

さじ. 5 

桟敷 を こしらえ 上げて 了った。 地面から 四 米ぐ らいの 

高さだった ろう。 その 中へ 藁 を 敷 詰めて、 そこで 私達 

みち 

は 待つ の だ。 虎は往 きに 通った 余 一 を 必ず 帰りに も 通る 

という。 だから、 その 松の 枝の 間にそう して 待って い 

て 虎の 帰り を 迎え撃とう というの だ。 三本の 曲った 太 

い 枝の 間に 張られた 其の 藁 敷の 桟敷 は 案外 広くて、 前 



に 黒々 と 交錯して 見える。 時々 大きな 風が 吹いて くる 

と 林 は 一 時に 鳴り ざわめき、 やがて 風が 去る につれ て、 

その 音 も 海の 遠 鳴の ように 次第に かすかに なって、 寒 

い 空の 何処かへ 消えて 行って しまう。 松の 枝と 葉の 間 

おど 

から 見上げる 星の 光 は 私達 を 威し つける ように 鋭い。 

そうした 見張 をし ばらく 続けて いる 中に、 先程の 恐 

怖 は 大分 失くな つて 行った。 が、 そのかわり 今度 は 寒 

気が 容赦な く 押 寄せて 来た。 毛の 靴下 を はいた 足の 先 

から、 冷た さと も 痛 さと もっかない 感覚が 次第に 上つ 

てく る。 大人 達 は 大人 達で しきりに 話 を 交して いるが、 

ほか 

私に は 時々 聞え てく る 虎 (ホラン ィ) という 言葉の 他 



然 あり 得ない ことで はなかろう 位の 期待 を 持った。 そ 

して 喰べ ただけ の バナナの皮 は、 なるたけ 遠く、 虎が 

通る に違いないと 思われた 方へ 投棄て た。 さすがに 笑 

われる と 思った ので、 此の 考え は趙 にも 黙って はいた 

vr o 

力 

さて、 バナナ は 失くな つたが、 虎 は 仲々 出て 来ぬ。 

しかん 

期待の 外れた 失望と、 緊張の 弛緩と から、 私 はや や 

ねむけ ふる 

睡気を 催し はじめた。 寒い 風に 顫えながら、 それでも 

私はコ クリコ クリ やりかけた。 そうすると、 趙 一人お 

いて 向う にいた 趙の 父親が 私の 肩先 を 軽く 叩いて、 

お ぼっか 

覚束ない 日本語で、 笑いながら、 「虎よりも 風邪の 方が 



るよう な 気で、 眼 を こすって、 もう 一度よ く 見なお そ 

みみもと 

うとした。 と、 その 時 だ。 私の 耳許から バンと 烈しい 

銃声が 起り、 更に バ ン . バ ン • バ ンと 矢継早に 三 つ の 

えんしょう つ 

銃声が それに 続いた。 鋭い 烟硝の 匂が 急に 鼻 を衝ぃ 

た。 前へ 進み かけた 虎 は、 そのまま 大きく 口 を あけて 

吼 りながら 後肢で 一寸 立 上った が、 直ぐに、 どうと 倒 

れて 了った。 それが、 —— 私が 眼 を 覚ましてから、 銃 

声が 響き、 虎が 立 上って、 又 倒れる までが、 僅々 十 秒 

位の 間の 出来事であった ろう。 私 はた だ 呆気に 取られ 

て、 遠くの フィルム でも 見て いるよう な 気持で、 ぼうつ 

として 眺めて いた。 



地の 豪族の 血 を 見た ように 思った。 そし て 趙大換 が 気 

絶した 男 を いまいま しそうに 見下して いる、 その 眼と 

こくはく 

眼の 間 あたりに 漂って いる 刻薄な 表情 を 眺めながら、 

私 は、 いっか 講談 か 何 かで 読んだ ことの ある 「終り を 

全うしない 相」 と は、 こういうの を 指す ので はない か、 

と 考えた ことだった。 

やがて、 他の 勢子 達 も 銃声 を 聞いて 集って 来た。 彼 

等 は 虎の 四肢 を 二 本ず つ 縛り上げ、 それに 太い 棒 を 通 

し、 さかさに 吊して、 もう 明るくな つた 山道 を 下りて 

行った。 停留所まで 下りて 来た 私達 は 一 休みして 後 I 

I 虎 は あとから 貨物で 運ぶ ことにして すぐに 其の 



さき 

顔 付 だ。 歩いて 来た 私 は、 五六 間 も 先から、 すでに、 

群集の 中に、 この 長す ぎる 身体 を もてあまして いるよ 

うな 異様な 風体の 男 を 発見して、 それに 眼 を 注いで い 

た。 すると、 向う もどう やら 私の 方 を 見て いたらし 

かった が、 私が その 一間 ほど 手前に 来た 時、 その 男の、 

心 持し かめて いた 眉の 間から、 何 か 一寸した 表情の 和 

らぎ といった 風の ものが あらわれた。 そして、 その、 

目に 見えない 位の 微かな 和らぎが 忽ち 顔 中に 拡が つ た 

と 思う と、 急に 彼の 眼が (勿論、 微笑 一 つ しないの だ 

が) 私に 向って、 あたかも 旧知 を 認める 時の ように、 

うなずいて 見せた の だ。 私 はび つくりした。 そうして、 



問と して 残ったに 過ぎない。 

こちら 

相手 は 此方の 会釈 を 見る と、 此方 も 向う を 思い出し 

たものと 思ったら しく、 私の 方へ 歩み寄って 来た。 が、 

別に 話 をす るで もな く、 笑顔 を 見せる でもな く、 黙つ 

て 私と 並んで、 自分の 今 来た 道 を 逆に 歩き 出した。 私 

また 

も 亦 黙った まま、 彼が 誰で あるか を、 しきりに 思い出 

そうと 努めていた。 

しわが 

五六 歩 あるいた 時、 その 男 は 私に 嗄れた 声で、 —— - 

私の 記憶の 中には、 どこに も、 その 様な 声はなかった 

—— 「煙草 を 一 本 くれ」 と 言い出した。 私 は ポケット 

を 探して、 半分 程 空に なった バットの 箱 を 彼の 前に 差 



えた。 —— として 記憶の 中に 保存して 置かなかった。 

これが あの 間違いの もとな の だ。 感覚と か 感情なら ば、 

うすれる こと は あ つ て も 混同す る こと はな いの だが、 

言葉 や 文字の 記憶 は 正確な かわりに、 どうかす ると、 

とんでもない 別の 物に 化けて いる ことがある。 彼の 記 

憶の 中の 「燐 寸」 という 言葉、 もしくは 文字 は、 何時 

の 間に かそれ と 関係の ある 「煙草」 という 言葉、 もし 

く は 文字に 置換 えられて 了って いたの だ。 …… 彼 は そ 

たま 

う 説明した。 それが、 此の 発見が いかにも 面白くて 堪 

らな いという ような 話ぶ りで、 おまけに 最後に、 こう 

いう 習 I 貝 はすべ て 概念ば かりで 物 を 考える ようにな つ 



ている 知識人の 通弊 だ、 という 思い掛けない 結論まで 

添えた。 実 をい うと、 私 は、 その 間、 彼 自身 は 非常に 

興味 を 感じて いるら しい 此の 問題の 説明に、 あまり 耳 

を 傾けて はいなかった。 ただ、 その セカセ 力した 早口 

な しゃべり 方 を 聞きながら、 確かに、 これ は (声 こそ 

違え) 私の 記憶の 何処かに ある 癖 だ、 と 思い、 しきり 

に、 その 誰で あつたか を 思い出そうと していた。 が、 

丁度、 極めて やさしい 字が 仲々 思い出せない 時の よう 

に、 もうす つかり 解って 了った ような 気がしながら、 

渦巻の 外側 を 流れる 芥の 如く、 ぐるぐ る 問題の まわ 

り を 廻って ばかりいて、 仲々 その 中心に とび 込んで 行 



を 横 あいから 視き 込んだ 時、 突然、 私 はすつ かり 思い 

出した。 今まで 私の 頭の 中で、 渦巻の まわりの 塵の よ 

うにぐ るぐ る 廻って ばかりいた 私の 記憶が、 その 時、 

忽ち 渦巻の 中心に 飛び込ん だの だ。 皮肉げ に脣を 曲げ 

た あの 薄笑い。 眼鏡 を 掛けて はいるが、 その 奥からの 

さいぎ 

ぞいて いる 細い 眼。 お 人 良しと 猜疑との まざりあった 

其の 眼 付。 —— おお、 それが 彼 以外の 誰だろう か。 虎 

に 殺され 損 つ た 勢子 を 足で 蹴返して いまいま しげに 見 

下した 彼 以外の 誰の 眼 付だろう か。 その 瞬間、 一 時に 

私 は、 虎 狩 や 熱帯魚 や 発火 演習な ど を) 」 た ごた と 思い 

浮かべながら、 これが 彼で あるの を 見出す のに、 どう 
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